
令和２年１２月２１日 
                      県民文化スポーツ部文化振興課 

担当：山本（内線３８４２） 
                                                             076-225-1371 

 

令和２年度地域文化功労者文部科学大臣表彰について 

 

１ 趣 旨 

    全国各地において、芸術文化の振興、文化財の保護に尽力する等地域文化 

の振興に功績のあった個人及び団体に対して、その功績をたたえ文部科学大 

臣が表彰するもの。 

   例年、各都道府県からの推薦を受けて約１００名（団体）程度の受賞者が 

決定される。 

   なお、本制度は、昭和５８年度に創設された。 

 

２ 本県の受賞者（２名（団体）） 

  一般
いっぱん

財団
ざいだん

法人
ほうじん

 石川県
いしかわけん

芸術
げいじゅつ

文化
ぶ ん か

協会
きょうかい

   

     ・設立年月日 平成８年９月２０日 

   ・代 表 者  会長 飛田
と び た

 秀一
ひでかず

 

   ・功  績  永年にわたり、県民の文化に親しむ機会の創出や次代の 

文化の担い手の育成に尽力するとともに、石川の芸術文化を

国内外に発信するなど、地域文化の振興に貢献している。 

 

野
の

畠
ばた

 耕之
こ う の

介
すけ

 氏 ＜彫刻家＞ 

    ・生年月日  昭和９年５年１５日生（８６歳） 

    ・役 職 等  石川県美術文化協会副理事長 

          北陸日彫会顧問 

          日展特別会員 

   ・功  績  永年にわたり、彫刻家として優れた活動を行うとともに、 

石川県美術文化協会副理事長等を務め、地域文化の振興に 

貢献している。 

 

３ 表彰式 

     日 時：令和３年１月２４日（日）１５：３０～１７：３０ 

    会 場：京都府立府民ホール アルティ 

（京都市上京区烏丸通一条下る龍前町５９０－１） 

 

４ 贈 呈 

     文部科学大臣表彰状・記念品 



令和２年度地域文化功労者文部科学大臣表彰受賞者 

（五十音順・敬称略） 
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令和２年度地域文化功労者文部科学大臣表彰受賞者 

氏名（年齢） 

住所 
分 野 推薦事由 役職歴 受賞歴 

一般財団法人 

石川県芸術 

文化協会 

 

 

(H8.9.20 

設立) 

 

金沢市 

芸術文化 

 

 平成８年に加盟 15 団体で発足して

以来、文化のあらゆる分野を網羅した

本県唯一の総合的な団体として、四半

世紀にわたり本県の文化の振興・発展

に大きく貢献。 

 平成 11 年からは、県内最大の総合

芸術祭である「ビエンナーレいしかわ

秋の芸術祭」を開催し、創意工夫にあ

ふれた事業を展開するとともに、県民

の文化に親しむ機会の創出や次代の

文化の担い手を育成する取り組みに

尽力するほか、海外派遣事業を５回に

わたり実施し、本県が誇る質の高い文

化の魅力を海外に発信するなど、官民

一体となった取り組みにより、本県の

伝統文化の継承と新たな文化の創造

を図り、本県文化の振興に寄与してき

た功績は大である。 

 

 

 

 

金沢市文化賞

（H30） 

 

石川県文化 

功労賞特別賞

（R1） 

 

 

野
の

畠
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 耕之
こ う の

介
すけ

 

 

 

（８６歳） 

金沢市 

 

芸術文化 

（彫刻） 

彫刻家として、昭和 40年に日展に初

入選を果たして以来、日展を中心に旺

盛な創作活動を続け、昭和 55 年、56

年と 2 年連続して日展特選を受賞す

るなど、肉体の内面と表情の質感美を

基調とした清涼感漂う作風は高く評

価されている。また、石川県美術文化

協会が主催する現代美術展では、高校

在学中に初入選して以来、出品を続

け、奥深い写実の美を追求した具象彫

刻の世界を掘り下げてきた。多くのす

ぐれた作品は金沢市内をはじめとす

る公共空間にも設置され、広く県民に

親しまれている。 

 日展や日彫展の審査員を歴任した

ほか、県内では、美術工芸作家が中心

となり分野、会派を超えて集まった県

内唯一で、最大の美術団体である「一

般財団法人石川県美術文化協会」の役

員を 30年以上務めており、平成 25年

からは副理事長に就くなど、本県の美

術文化の振興・発展に尽くしたその功

績は誠に大きいものがある。 

 

石川県 

美術文化協会 

副理事長 

(H25～) 

 

北陸日彫会 

会長 

(H25～H27) 

 

 

北國文化賞

(H17) 

 

石川県文化功

労賞（H18） 

 

金沢市文化賞

（H28） 

 



石川県における地域文化功労者文部科学大臣表彰受賞者一覧 

１ 受賞者 

年度 芸術文化分野 文化財保護分野 

昭５８ 石川県児童文学協会 伊藤 常次郎（民 俗） 

５９ 藤間 勘寿々（日 舞） 金沢素囃子保存会 

６０ 杵屋 六以満（邦 楽） 石川県美術文化協会  

６１  毎田 仁郎 (友 禅） 加賀漫才保存会 

６２  深瀬木偶廻し保存会  

尾口村東二口区文弥人形浄瑠璃保存会 

６３ 尾坂  薫（声 楽） お熊甲祭奉賛会 

平元 中村 祐子（バレエ） 青柏祭でか山保存会 

２ 田村 天月（吟 詠）[H 2] 才田 健治（文化財）[H 1] 

３  片岡 吉雄（能 楽）[H 2] 

４ 杵屋弥房以（邦 楽）[H 3] 史跡御経塚遺跡保存会 

５ 中西 舗土（俳 句）[H 3] 能村 祐丞（能 楽）[H 3] 

６ 藤間勘紫佐（日  舞）[H 3] 圓山 義一（文化財）[H 2] 

７ 大島 宗古（茶 道）[H 4] 谷内 掃部（文化財）[H 3] 

８ 藤間 勘奴（日  舞）[H 2] 松本 昌平（文化財）[H 5] 

９  釣谷 雅楽房（箏 曲）[H 3] 宮下 與眞（文化財）[H 6] 

１０ 藤蔭 文枝（日  舞）[H 3] 渡邊 容之助（能 楽）[H 5] 

１１ 横西 霞亭（書 道）[H 1] 坂上 幽晴（華 道）[H 5]  

１２ 川北  篤（洋 楽）[H 8] 津川 洋三（短 歌）[H 8]  

１３ 奥田 憲三（洋 画）[H 2] 藤蔭喜代枝（日  舞）[H 6]  

１４ 山本 弘風（茶 道）[H 8] 藤間勘寿々（日  舞）[H 7]  

１５ 得能 節朗（彫 刻）[H 7] 山下 岳偟（吟 詠）[H 9]  

１６ 今村 充夫（短 歌）[H10] 北西 弘（文化財）[H14] 

１７ 作本 康悦（民 謡）[H11] 廣岡 紫穂（華 道）[H 9]  

１８ 中町  進（日本画）[H 9] 大村 松雄（洋 楽）  

１９ 花菱は満朝（小 唄）[H10] 佐藤 幸夫（華 道）[H11]  

２０ 奥 美瓜露（川 柳）[H10] 冨岡 省三（写 真）[H 9]  

２１ 石田 康夫（彫 刻）[H11] 泉  理青（華 道）[H12]  

２２ 千田 一路（俳 句）[H10] 森   晥（合 唱）[H13]  

２３ 毎田 健治（染 織）[H13] 住駒 幸英（能 楽）[H12] 

２４ 杉本 理照（華 道）[H13] 藤間 勘菊（日 舞）[H13]  

２５ 大島 宗翠（茶 道）[H14] 吉倉 虚白（茶 道）[H14]  

２６  能村 祐丞（能 楽）[H15] 

２７ 銭亀 賢治（彫 刻）[H14] 森  翆禮（華 道）[H16]  

２８ 尾沢 清量（短 歌）[H16] 泉  幸志(日 舞)[H16]  

２９ 松尾 道子（清 元）[H17] 山瀬 晋吾（彫 刻）[H15]  

３０ 佐藤 幸一（漆 芸）[H17] 麥谷 清一郎（能 楽）[H17]  

Ｒ１ 竹内 幸（華 道）[H18] 八田 忠恵（筝 曲）[H18]  

Ｒ2 
一般財団法人石川県芸術文化協会[R1]  

野畠 耕之介（彫 刻）[H18] 

 

※令和元年度までに６３人・９団体が受賞(総計７２件)  [ ]内は、石川県文化功労賞・石川県文化功労賞特別賞受賞年度 

 

 ２ 受賞件数（総数 ７４件） 

  芸術文化分野  個人５０人 団体３件  

  文化財分野    個人１４人 団体７件 

 


